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　又、大学等の動向も全体の動きと連動しながら進展して行った。北九州エコ
タウン計画の特長は、『研究・実証・産業』の三つの環境軸を創設するもので
あり、私が中心的役割を担ってきたのは、企業集積を図る「産業ゾーン」であ
る。
　一方、「実証ゾーン」の創設には、正に、大学や官民の研究機関に進出を要
請する必要があった。新日鐵の遊休地であったこともあり、14haの用地の半
分を造成し基盤整備を行った。何時ごろ、研究機関の進出が実現するのか先の
見えない状況下ではあったが、約７億円を投入した。本社からは資金の回収は
何時出来るのか、と問い詰められたが、私は市との連携の下に「現状よりはま
しだ!!」と言い聞かせて実行した。背景には福岡大花嶋教授を招聘したいとの
思いもあったとは言え、今思えばリスキーな選択だった。しかし、1998年３月
に花嶋教授のご尽力により「福岡大学資源循環環境研究所」が創設された。産
業ゾーンのNPR㈱と同時期に実証研究ゾーンの第一号研究所としてスタート
したのである。後日、話題になったが、当該研究所用地（2,700㎡）を無償貸
与したことも功を奏した。花嶋先生のネットワークにより、残りの用地に土
木・建築関連民間企業が次々と研究所を設立していただき、基盤整備費用の回
収も思いのほか早く進んだ。
　さて、三つ目の軸は、市主導で推進された学術研究都市である。場所は同じ
若松区にあり、前述のエコタウンからは10㎞ぐらい西にある。ここは、大学や
国内外の研究機関の集積を目標にしており、環境・情報関連の学術研究の拠点
である。その中核を成すのは「北九州市立大学環境国際工学部」である。これ
までは文科系の大学であったが、2001年４月に理科系学部を新設した。当初、
イギリスやドイツの研究機関も進出した。その後、大学も九工大大学院、早大
大学院も進出し、正に、国公私の大学が同じキャンパスで学術研究を展開する
という新しい枠組みがスタートしたのである（2001.4 スタート）。ここに三つ
の環境軸がそろい踏みしたのである。
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４．おわりに：
　思えば、17年前の人事異動がきっかけで、環境問題と関わるようになったが、
今“産・学・官・民の真の連携”が導いた結果が目の前に広がっている。国内
外より多くの人々、老若男女、自治体や企業や大学や歴代環境大臣も視察され
ている。当初からいくつものハードルを越えてきた同志、途中から参加してい
ただいた人、今当事者として事業にご尽力いただいている人々に心より感謝申
し上げたい。又、これから後継者として思いを馳せている若い人々に“頑張
れ”のエールを送りたい。三つの環境軸の創設を掲げ、その具現化へ向けて全
身全霊を打ち込んで、新しい時代の幕開けに関与できたことは真に有難く感謝
の一言である。特に中心的な役割を担わしていただいた「産業ゾーン・総合環
境コンビナート」では、第一号プラントであるNPRの設立と円滑な立ち上げ
に尽力できた点も自負している。プラン作りから立ち上げにいたる過程で、学
んだ事は（図−８）に示したが、『人の出会い・情熱・執念とリーダーシップ』
の重要性である。色々な所に出かけ、色々な人々の意見を聞き、仲間と大いに
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議論を重ね上司や銀行からの支援を取り付け、紆余曲折の中、実行に移したこ
との結果である。業界や立場を超えた同志の集まりがそこにはあった。最後
に、NPR設立時に、企業紹介ビデオの中で示された言葉を紹介したい。
〜我々の地球環境は、先祖から引き継いだものではなく、
子孫から預かっているものである〜
  （アメリカ・インディアンの言葉）
